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日本初記録の2種を含む琉球列島産ヒメサンゴガニ科  
(十脚目: 短尾下目: サンゴガニ上科) 9 種の報告 

 
前之園唯史 

〒901-2111 沖縄県浦添市経塚 1-4-5 102 株式会社かんきょう社 (maenosono@kankyo-sha.co.jp) 
 

 
要旨. 琉球列島から採集された標本に基づき, 
ヒメサンゴガニ属 Tetralia の 7 種 [ヒラテヒメ
サンゴガニ (新称) T. aurantistellata, ナミダヒメ
サンゴガニ (新称) T. brengelae, スジアシヒメ
サンゴガニ (新称) T. brunalineata, パウルソン
サンゴガニ T. cinctipes, ヒメサンゴガニ T. 
glaberrima, クロエリサンゴガニ T. nigrolineata, 
アカテヒメサンゴガニ T. rubridactyla], および
コジリサンゴガニ属 (新称) Tetraloides の 2 種 
[ ア ズ キ コ ジ リ サ ン ゴ ガ ニ  ( 改 称 ) T. 
heterodactyla, クロコジリサンゴガニ (新称) T. 
nigrifrons] を報告した. これらの種のうち, ヒ
ラテヒメサンゴガニとナミダヒメサンゴガニ

は日本沿岸からの初記録である. さらに, 小笠
原諸島や琉球列島から記録されていたアズキ

コジリサンゴガニの一部は, クロコジリサンゴ
ガニの誤同定であることも判明した. 本稿では
各種の色彩変異や計測形質についても記述し

た. 
 

はじめに 
 
ヒメサンゴガニ科 Tetraliidae Castro, Ahyong & 
Ng, 2004 は, 主にミドリイシ属 Acropora Oken, 
1815 のサンゴに共生する色鮮やかなカニであ
る (Castro 2015). 現在ヒメサンゴガニ科には, 
ヒメサンゴガニ属 Tetralia Dana, 1851 (以降, 略
称は Ta.) に 10 有効種, コジリサンゴガニ属 
(新称) Tetraloides Galil, 1986 (以降, 略称は Ts.) 
に 2有効種が認められている (Castro et al. 2004; 
Ng et al. 2008; Davie et al. 2015). 
ヒメサンゴガニ科の分類は長らく混乱して

いるが, Castro et al. (2004) によっていくつかの
種に対してネオタイプが指定され, 各種の異名
関係が大幅に整理された. しかしながら, Castro 
et al. (2004) 以前に報告された各文献における
種同定の正否については明らかにされていな

い例が多い. これまでにも, Castro (2003) にお
いて Ta. vanninii Galil & Clark, 1988と同定され
た標本のなかから 3 新種が発見されており 
(Trautwein 2007), 従来の記録の見直しが不充分

であることが分かる. このように分類や従来の
記録の種同定が混乱している背景には, タイプ
標本が失われている (または発見できない) 種
があることや外部形態の識別形質が少ないこ

とが大きな要因と考えられる. 
一方, 本科に属する種は, その特徴的な色彩

により, 野外においても比較的容易に種の特定
が可能であり, 種の検索表に色彩形質が用いら
れる場合も多い (例えば, Castro 1997a, 1997b, 
1999a; Castro et al. 2004). しかしながら, 有効な
識別形質とされている色彩情報に関しても, 従
来の記録には: (1) 一切の色彩情報を欠いてい
る; (2) 図を伴わず, 文字による色彩記述のみ; 
(3) 白黒写真や不鮮明な写真のみ; (4) 液浸後の
色彩情報のみ; (5) 各種の色彩変異の幅が正確
に把握されていない; などの問題があり, 特に
古い文献を参照して同定することは, しばしば
非常に困難である. 近年では, 鮮明なカラー写
真を掲載した文献も多く刊行され, それらの写
真と照らし合わせることにより, 手許の標本の
色彩と一致する種を見出すことが比較的容易

になったが, 依然として色彩の種内変異に関す
る知見は少なく, さらなる情報の蓄積が望まれ
る状況である. 
日本沿岸からこれまでに記録のあるヒメサ

ンゴガニ科は , Tetralia brunalineata Trautwein, 
2007, Ta. cinctipes Paul'son, 1875, Ta. glaberrima 
(Herbst, 1790), Ta. nigrolineata Serène & Pham, 
1957, Ta. rubridactyla Garth, 1971, Tetraloides 
heterodactyla (Heller, 1861) であるが (Stimpson 
1858; 今島 1970; Serène 1984; Galil 1988b; Castro 
1999a; Trautwein 2007), これらの種についても
種同定やそれに伴う和名の対応に混乱が見ら

れる . これらのうち , Ta. glaberrima と Ta. 
nigrolineata については, 町田ら (2005) によっ
て情報が幾分整理され, 前者にヒメサンゴガニ, 
後者にクロエリサンゴガニの和名が充てられ

た. しかしながら, それら以外の種については
依然として混乱が解消されないままである. 
本稿では, 琉球列島の沿岸で採集されたヒ

メサンゴガニ科の標本に基づき, (1) 各種の色
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彩の特徴およびその変異を明らかにし, (2) 退
色後の標本にも有効な種の識別形質を, 主に形
態計測によって検討した. また, これらの形質
を踏まえた上で, 従来の日本沿岸からの各種の
記録の妥当性を再検討した. 

 
材料と方法 

 
本研究のために採集した標本は, 全身を海水に
入れた状態で冷凍処理した後に解凍し, 写真撮
影をして色彩を記録した. なお, 一部の種にお
いて, 野外で観察した際の生時の色彩と冷凍処
理後の色彩に若干の相違が見られたことから, 
本稿で記述した色彩は「生時」と明記している

場合を除き, 冷凍･解凍処理後の標本に基づく
「新鮮な標本の色彩」である. 本研究で検討し
た標本は, すべて著者 (前之園) によって採集
され, 75%エタノールの液浸標本として琉球大
学博物館 , 風樹館  (RUMF: Ryukyu University 
Museum, Fujukan) に収蔵されている. 
標本の計測箇所  (図 1) および本稿での用

語･略称は次の通りである. 甲長 (CL): 額の前
縁が最も前方に突出する箇所を結んだ線と甲

の後縁中央の最短距離; 甲幅 (CW): 前鰓域の
幅が最大となる箇所 ; 眼窩外歯間幅  (EOW): 
両眼窩外歯の先端間の幅; 額幅 (FW): 額の前
縁の幅; 大鉗脚 (LPL) および小鉗脚 (SPL) の
前節長: 外面下部の最も基部寄りの箇所から不
動指の先端まで; 大鉗脚 (LDL) および小鉗脚 

(SDL) の指節長: 可動指上縁の基部から先端ま
で. これらの計測形質の比は附録 1にまとめた. 
標本の大きさは甲長 (CL) で示した. 
川本･奥野 (2003) は, 日本沿岸から報告さ

れているヒメサンゴガニ科の記録のなかには, 
複数種の混同や明らかな誤同定の事例が含ま

れていることを指摘している. そこで, 予備的
な文献調査を行った結果, 上記のような事例が
複数の文献で実際に確認された. したがって, 
各種の日本国内における分布記録に関しては, 
対象文献の記載内容や図を精査し, 種同定の信
頼性が高いと判断された記録のみを扱った. 
各種の異名表は , 採集記録の少ない 3 種 

[Tetralia aurantistellata, Ta. brengelae, Ta. 
brunalineata] については網羅的に作成し, その
他の 6 種については, 各種の原記載論文, 本研
究で同定に用いた文献, 本研究によって種同定
の正否について言及した文献を中心に作成し

た. 
 

結果と考察 
 

Tetraliidae Castro, Ng & Ahyong, 2004 
ヒメサンゴガニ科 

 
備考. ヒメサンゴガニ科には, ヒメサンゴガニ
属 Tetralia Dana, 1851 とコジリサンゴガニ属 
(新称) Tetraloides Galil, 1986 の 2 属が認められ
ている (Castro et al. 2004; Ng et al. 2008; Davie et  

 

 
図 1. 本研究での計測箇所. A, B, 甲, 背面; C, 大鉗脚の鉗部, 外面; D, 小鉗脚の鉗部, 外面. CL, 甲長; CW, 甲
幅; EOW, 眼窩外歯間幅; FW, 額幅; LPL, 大鉗脚の前節長; LDL, 大鉗脚の指節長; SPL, 小鉗脚の前節長; SDL, 
小鉗脚の指節長. 
Fig. 1. Schematic drawings of measurements used in the present study. A, B, carapace, dorsal view; C, large (major) 
chela, outer view; D, small (minor) chela, outer view. CL, carapace length; CW, carapace width; EOW, external orbital 
width; FW, frontal width; LPL, propodus length of large chela; LDL, dactylus length of large chela; SPL, propodus 
length of small chela; SDL, dactylus length of small chela. 
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図 2. ヒメサンゴガニ属とコジリサンゴガニ属の識別形質. A, C, ヒメサンゴガニ, RUMF-ZC-3819, (雄, CL 9.5 
mm); B, D, クロコジリサンゴガニ (新称), RUMF-ZC-3855, (雄, CL 6.7 mm). A, B, 胸部腹甲の前半, 腹面; C, 
D, 大鉗脚の鉗部, 外面. 図中の矢印は, 縦走する縫合線 (A) と綿毛状の毛房 (C) を示す. 
Fig. 2. Discriminative characters of Tetralia Dana, 1851 and Tetraloides Galil, 1986. A, C, Tetralia glaberrima (Herbst, 
1790), RUMF-ZC-3819, (male, CL 9.5 mm); B, D, Tetraloides nigrifrons (Dana, 1852), RUMF-ZC-3855, (male, CL 6.7 
mm). A, B, anterior part of thoracic sternum, ventral view; C, D, large (major) chela, outer view. Arrows indicate 
median longitudinal suture (A) and patch of tomentose setae (C). 
 
al. 2015). これら 2 属は次の特徴により識別さ
れる: (1) 甲の後側縁は, ヒメサンゴガニ属 (図
6–9) に比べてコジリサンゴガニ属 (図 10) の
方が強く狭まる; (2) ヒメサンゴガニ属は, 胸部
腹甲の第 4 節の中央に縫合線が縦走する (図
2A) のに対して, コジリサンゴガニ属ではこれ
を欠く (図 2B); (3) ヒメサンゴガニ属が, 大鉗
脚の前節の基部, 外面の上縁付近に綿毛状の剛
毛が密生した毛房を具える (図 2C) のに対し
て , コジリサンゴガニ属ではこれを欠く  (図
2D) (Galil 1986a; Castro 1997a; Castro et al. 2004). 
本研究による形態計測では, 上記の識別形

質のほかに次の形質によっても両属を識別で

きることが分かった: (1) 甲長に対する額幅の
比 (FW/CL) は, ヒメサンゴガニ属よりもコジ
リサンゴガニ属の方が大きい (図 3E, F); (2) 甲
長に対する大鉗脚の前節長の比 (LPL/CL) は, 
雌においてのみヒメサンゴガニ属の方が大き

い (図 4B); (3) 雌雄ともに, 甲長に対する小鉗

脚の前節長の比 (SPL/CL) は, 成長段階の違い
を問わず, ヒメサンゴガニ属の方が大きい (図
4C, D). 
なお, 雌雄それぞれ 1 標本のみである Ta. 

aurantistellata を除き, 次の計測形質には両属に
共通して相対成長が確認された. (1) 雄の甲幅
および雌雄の眼窩外歯間幅と額幅: 成長に伴っ
て甲長に対する比が小さくなる (図 3A, C–F); 
(2) 雄の大鉗脚の前節長 (Ta. brunalineata を除
く): 成長に伴って甲長および小鉗脚の前節長
に対する比が大きくなる (図 4A, E). これらの
形質を扱う際には成長段階を考慮する必要が

ある. 
 
Tetralia Dana, 1851 
ヒメサンゴガニ属 
Tetralia aurantistellata Trautwein, 2007 
ヒラテヒメサンゴガニ (新称) 
(図 6A, B) 
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図 3. ヒメサンゴガニ属とコジリサンゴガニ属の各種における甲長に対する主要な計測形質の比の散布図. A, 
B, 甲幅/甲長; C, D, 眼窩外歯間幅/甲長; E, F, 額幅/甲長. A, C, E, 雄; B, D, F, 雌. 
Fig. 3. Scatter plots showing ratios of selected measurements against carapace length of Tetralia (= Ta.) and Tetraloides 
(= Ts.) species. A, B, carapace width/carapace length; C, D, external orbital width/carapace length; E, F, frontal 
width/carapace length. A, C, E, male; B, D, F, female. 
 
Tetralia aurantistellata Trautwein, 2007: 3, pls. 2, 

6A, 7A, 8A; Ng et al. 2008: 184 (list); Castro 
2009: 277, fig. 2E; Limviriyakul et al. 2016: 4 
(list), fig. 4h. 

Tetralia sp. — Lai et al. 2009: fig. 2B. 
Not Tetralia aurantistellata — Ng et al. 2008: fig. 

139 [= Ta. glaberrima (Herbst, 1790)]. 
 
検討標本. RUMF-ZC-3790, 1雄 (CL 2.4 mm), 沖

縄島国頭村与那, 2016年 7月 21日; RUMF-ZC-
3791, 1雌 (CL 4.9 mm), 沖縄島本部町備瀬, 2016
年 4月 8日. 
色彩. 甲の背面は, 額域と前側縁が暗褐色で

縁取られ, それに囲まれた甲の前半部は薄い茶
褐色である. これらの色は甲の後方に向かって
次第に薄くなり, 甲の後半部は一様に乳白色と
なる. 鉗脚の腕節と掌部は, 上面が茶褐色で,  
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図 4. ヒメサンゴガニ属とコジリサンゴガニ属の各種における甲長に対する主要な計測形質の比の散布図. A, 
B, 大鉗脚の前節長/甲長; C, D, 小鉗脚の前節長/甲長; E, F, 大鉗脚/小鉗脚の前節長. A, C, E, 雄; B, D, F, 雌. 
Fig. 4. Scatter plots showing ratio of selected measurements against carapace length of Tetralia (= Ta.) and Tetraloides 
(= Ts.) species. A, B, propodus length of large chela/carapace length; C, D, propodus length of small chela/carapace 
length; E, F, propodus length of large chela/small chela. A, C, E, male; B, D, F, female.  
 
下面は白色である. 指部は全体的にくすんだオ
レンジ色である. 歩脚の長節の末端縁から前節
の末端縁までには赤味を帯びた茶色の斑紋が

ある . これらの斑紋は , 円形や楕円形であり , 
一部ではそれらの斑紋が繋がっている. 指節の
角質部の付け根にはオレンジ色の斑紋がある. 
備考. 本研究では, 雌雄それぞれ 1 標本を検

討したが, 雄の標本 (CL 2.4 mm) は, Trautwein 

(2007) の原記載で示された雄の計測値  (CL 
4.34, 5.31 mm) よりも小さく, 雌の標本 (CL 4.9 
mm) は , Trautwein (2007) で示された値  (CL 
4.15–4.65 mm) よりも大きかった. これら 2 標
本の特徴は , Trautwein (2007) による Tetralia 
aurantistellataの原記載と概ね一致した. 

Trautwein (2007) は本種の特徴として, 大鉗
脚の掌部が, 内･外方向にほとんど膨らまず,  
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図 5. ヒメサンゴガニ属とコジリサンゴガニ属の各種における甲長に対する大鉗脚の指節長/前節長の比の散
布図. A, 雄; B, 雌. 
Fig. 5. Scatter plots showing ratio of dactylus length/propodus length of large chela against carapace length of Tetralia (= 
Ta.) and Tetraloides (= Ts.) species. A, male; B, female. 
 
その全長にわたってほぼ同じ厚さであること

を挙げた. 本研究の検討標本においてもこの特
徴は確認されたため, この形質は成長に伴って
変化しない安定した形質だと判断される. 
一方, Trautwein (2007) によると, 本種は他の

ヒメサンゴガニ属と比べて, 大鉗脚と小鉗脚の
大きさが顕著に異なるとされている. 本研究の
雌 標 本 で は , 大 ･ 小 鉗 脚 間 の 長 さ の 比 
(LPL/SPL) が 1.63であり, 同属のなかでは大き
い値であったが (附録 1; 図 4F), 雄は 1.44であ
り, 同属の他種よりも小さかった (附録 1; 図
4E). Trautwein (2007) には小鉗脚の計測値が示
されていないため, 大･小鉗脚間の長さの比に
ついて具体的な数値を知ることはできない. し
かし, 大鉗脚の計測値を用いて比較すると, 甲
長に対する大鉗脚の前節長の比 (LPL/CL) は, 
本研究の雄標本で 0.96 (CL 2.4 mm), Trautwein 
(2007) の雄では, ZRC R47で 1.23 (CL 4.34 mm), 
LACM CR 2002-043.1で 1.29 (CL 5.95 mm) であ
る. これは, 他のヒメサンゴガニ属に見られた
雄の大鉗脚の相対成長 (成長に伴って大鉗脚が
より長くなる) が本種にも存在することを示唆
しており, 本研究の雄は大鉗脚が充分に発達し
ていない個体であると考えられる. 
さらに Trautwein (2007) は, 雄では大鉗脚の

指部の咬合縁に歯がなく, 指部を閉じた際に中
央に大きな隙間が空くことも本種の特徴とし

て挙げたが, 本研究の雄標本では, 不動指の咬
合縁に歯列を具え, 雌と同じ形状であった. 本
研究で検討したクロコジリサンゴガニ (新称) 

Tetraloides nigrifrons (Dana, 1852) の雄において
も同様に, 小型個体は不動指の咬合縁に歯列を
具えるが, 大型個体ではこれを欠いているため 
(コジリサンゴガニ属の備考参照), この形質も
成長に伴って変化すると考えられる. 
和名. 本種の大鉗脚の掌部は, 内･外方向に

ほとんど膨らまない. この特徴に因み, 本種の
標準和名を「ヒラテヒメサンゴガニ」とするこ

とを提唱する. なお, 標準和名の基準となる標
本には本研究の検討標本 (RUMF-ZC-3791, 雌, 
CL 4.9 mm) を指定する. 
分布. これまでフィリピン (パングラオ島), 

台湾, ニューカレドニア (ロイヤルティ諸島), 
バヌアツ, フィジー (ビティレブ島: タイプ産
地 ) から報告されていた  (Trautwein 2007; 
Castro 2009; Limviriyakul et al. 2016). 本研究によ
る沖縄島からの標本は, 本種の日本初記録とな
る. 
 
Tetralia brengelae Trautwein, 2007 
ナミダヒメサンゴガニ (新称) 
(図 6C, D) 
 
Tetralia vanninii — Castro 2003: 442 (part) [Not Ta. 

vanninii Galil & Clark, 1988]. 
Tetralia brengelae Trautwein, 2007: 7, pls. 3, 6B, 7B, 

8B; Ng et al. 2008: 184 (list). 
 
検討標本. RUMF-ZC-3792, 1 雄 (CL 4.6 mm), 1
雌 (CL 3.8 mm), 沖縄島国頭村与那, 2016年 7月
21日; RUMF-ZC-3793, 2雌 (CL 3.9, 4.1 mm), 沖 
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図 6. 新鮮な標本の色彩. A, B, ヒラテヒメサンゴガニ (新称) (A, RUMF-ZC-3790, 雄, CL 2.4 mm; B, RUMF-
ZC-3791, 雌, CL 4.9 mm); C, D, ナミダヒメサンゴガニ (新称) (C, RUMF-ZC-3796, 雄, CL 4.5 mm; D, RUMF-
ZC-3794, 雄, CL 5.0 mm). 
Fig. 6. Colouration of fresh specimens. A, B, Tetralia aurantistellata Trautwein, 2007 (A, RUMF-ZC-3790, male, CL 2.4 
mm; B, RUMF-ZC-3791, female, CL 4.9 mm); C, D, Tetralia brengelae Trautwein, 2007 (C, RUMF-ZC-3796, male, CL 
4.5 mm; D, RUMF-ZC-3794, male, CL 5.0 mm). 
 
縄島本部町備瀬, 2016年 2月 10日; RUMF-ZC-
3794, 6雄 (CL 2.8–5.5 mm), 沖縄島本部町備瀬, 
2016年 4月 8日; RUMF-ZC-3795, 9雌 (CL 3.2–
6.0 mm), 沖縄島本部町備瀬, 2016 年 4 月 8 日; 
RUMF-ZC-3796, 1 雄 (CL 4.5 mm), 沖縄島本部
町備瀬, 2016年 7月 29日; RUMF-ZC-3797, 3雄 
(CL 3.6–4.9 mm), 1雌 (CL 4.4 mm), 沖縄島糸満
市大度海岸, 2016年 2月 9日; RUMF-ZC-3798, 1
雌 (CL 4.4 mm), 本部町瀬底島, 2016年 5月 8日. 
色彩. 甲の背面は, 地色が茶褐色または黄色

であり, 後方に向かって次第に色が薄くなる場
合が多い. 額域は, 黒色または暗褐色の帯があ
り, これは水色の細い線により明確に縁取られ
る. 多くの個体では眼窩上縁の中央から後方に
向かって伸びる水色の縦線を具えるが, これを

欠く場合もある. 鉗脚の腕節と掌部は, 上面が
茶褐色で, 下面は白色である. 指部は全体的に
赤味の強いオレンジ色であるが, 基部付近は白
色である. 歩脚の地色は甲の背面と同じである
が, 各節の末端縁にはオレンジ色または赤色の
横帯を具える. 
備考. 検討標本の特徴は, Trautwein (2007) に

よる Tetralia brengelaeの原記載とよく一致した. 
和名. 本種の多くの個体では, 眼窩上縁の中

央から後方に向かって伸びる水色の縦線が見

られる. この特徴を, 本種が涙を流している様
子に見立て, 「ナミダヒメサンゴガニ」の標準
和名を提唱する. なお, 標準和名の基準となる
標本には本研究の検討標本  (RUMF-ZC-3796, 
雄, CL 4.5 mm) を指定する. 
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分布. これまでタイプ産地のグアムのみか
ら報告されていた (Trautwein 2007). 本研究に
よる沖縄島および瀬底島からの標本は, 本種の
日本初記録となる. 

 
Tetralia brunalineata Trautwein, 2007 
スジアシヒメサンゴガニ (新称) 
(図 7A–C) 
 
Tetralia vanninii — Castro 2003: 442 (part) [Not Ta. 

vanninii Galil & Clark, 1988]. 
Tetralia brunalineata Trautwein, 2007: 9, pls. 1C, 4, 

6C, 7C, 8C; Ng et al. 2008: 184 (list). 
 
検討標本. RUMF-ZC-3799, 2雄 (CL 4.1, 4.2 mm), 
3 雌 (CL 4.3–4.8 mm), 沖縄島国頭村与那, 2016
年 7月 21日; RUMF-ZC-3800, 2雄 (CL 3.8, 5.0 
mm), 2雌 (CL 4.1, 5.2 mm), 沖縄島本部町備瀬, 
2016年 4月 8日; RUMF-ZC-3801, 3雄 (CL 3.6–
4.2 mm), 沖縄島本部町備瀬, 2016 年 6 月 4 日; 
RUMF-ZC-3802, 2雌 (CL 3.9, 3.9 mm), 沖縄島本
部町備瀬, 2016年 6月 4日; RUMF-ZC-3803, 1雄 
(CL 4.1 mm), 沖縄島本部町備瀬, 2016年 7月 29
日; RUMF-ZC-3804, 2雄 (CL 4.0, 4.6 mm), 1雌 
(CL 4.5 mm), 沖縄島糸満市大度海岸, 2016 年 2
月 9日; RUMF-ZC-3805, 1雄 (CL 3.6 mm), 沖縄
島糸満市大度海岸, 2016年 7月 31日. 
色彩. 甲の背面は, 地色が薄い茶褐色または

薄いオレンジ色で, 後方に向かって次第に色が
薄くなり, 甲の後半部は乳白色である. 額域は
薄い茶褐色で, その直後に水色の細い線が横断
する . 鉗脚の腕節と掌部は , 上面が茶褐色で , 
下面は白色である. 掌部の上面基部にある瘤状
の突起は赤黒い. 指部は全体的にオレンジ色ま
たは赤茶色であるが, 基部付近は白色である. 
歩脚の腕節から指節には, 複数本の赤銅色の縦
縞を具える. 
備考. 検討標本の特徴は, Trautwein (2007) に

よる Tetralia brunalineataの原記載とよく一致し
た. 
本種は歩脚の腕節から指節にかけて赤銅色

の縦縞を具え (図 7A–C), この色彩の特徴によ
って日本産の同属他種と容易に識別できる. こ
の色彩の特徴に加えて , 雌の甲が幅広いこと 
(附録 1; 図 3B), 雌雄ともに額幅や眼窩外歯間
の幅が狭いこと (附録 1; 図 3C–F), 雌雄ともに
両鉗脚の前節長は長い傾向が見られ, 特に雄の
大鉗脚ではそれが顕著であること (附録 1; 図
4A–D) も本種の特徴である. 

和名. これまで本種に対して和名は提唱さ
れていない. 本種は歩脚に赤銅色の縦縞を具え
ることから, 「スジアシヒメサンゴガニ」の標
準和名を提唱する. なお, 標準和名の基準とな
る標本には本研究の検討標本 (RUMF-ZC-3803, 
雄, CL 4.1 mm) を指定する. 
分布. グアムをタイプ産地とし, フランス領

ポリネシア (モーレア島) および沖縄島から報
告されている (Trautwein 2007; 本研究). 
 
Tetralia cinctipes Paul'son, 1875 
パウルソンサンゴガニ 
(図 7D, E) 
 
Restricted synonym list. 
Tetralia heterodactyla Heller, 1861: 14 (part) [Not Ts. 

heterodactyla (Heller, 1861)]. 
Tetralia cavimana var. cinctipes Paul'son, 1875: 60, 

tab. 7, fig. 8. 
Tetralia glaberrima forma pullidactyla Patton, 1966: 

287 [unavailable name]. 
Tetralia glaberrima — 武田 1982: 193, fig. 572; 
永井･野村  1988: 218 [Not Ta. glaberrima 
(Herbst, 1790)]. 

Tetralia glaberrima pullidactyla — Serène 1984: 
282, pl. 40C. 

Tetralia cinctipes — Galil 1986b: 97, figs. 1–3; 
1988a: 171, fig. 7; Galil & Clark 1988: 138, figs. 
1A, 3A, 4A, F, 5A, 6A; Castro 1997a: 64; 1997b: 
111, pl. 1A; 1999a: 40; 1999b: 101; 2003: 441; 
2009: 277; 川本･奥野 2003: 146; Castro et al. 
2004: 25 (list); Castro & Titelius 2008: 320; Ng 
et al. 2008: 184 (list); Limviriyakul et al. 2016: 4 
(list), fig. 4i. 

Tetralia cincti [sic] — 伊藤 2009: 360. 
 
検討標本. RUMF-ZC-3806, 3雄 (CL 2.8–5.6 mm), 
沖縄島国頭村与那, 2016 年 8 月 18 日; RUMF-
ZC-3807, 2雄 (CL 3.6, 5.9 mm), 5雌 (CL 2.8–8.1 
mm), 沖縄島本部町備瀬 , 2016 年 4 月 8 日; 
RUMF-ZC-3808, 2雄 (CL 5.4, 5.5 mm), 1雌 (CL 
5.2 mm), 沖縄島本部町備瀬, 2016年 7月 29日; 
RUMF-ZC-3809, 1雄 (CL 5.7 mm), 1雌 (CL 4.1 
mm), 沖縄島糸満市大度海岸, 2016年 2月 9日; 
RUMF-ZC-3810, 3雄 (CL 4.2–5.3 mm), 1雌 (CL 
4.8 mm), 本部町瀬底島, 2008年 5月 5日; RUMF-
ZC-3811, 2 雌 (CL 3.7, 4.0 mm), 本部町瀬底島, 
2011年 6月 16日; RUMF-ZC-3812, 1雄 (CL 5.9 
mm), 1雌 (CL 5.0 mm), 本部町瀬底島, 2013年 9
月 7日. 
色彩. 甲の背面は, 地色が茶褐色または黒色 
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図 7. 新鮮な標本 (A–D) および生時 (E) の色彩. A–C, スジアシヒメサンゴガニ (新称) (A, RUMF-ZC-3803, 
雄, CL 4.1 mm; B, RUMF-ZC-3799, 雌, CL 4.8 mm; C, RUMF-ZC-3804, 雄, CL 4.0 mm, 右の歩脚, 上面); D, E, 
パウルソンサンゴガニ (D, E, RUMF-ZC-3808, 雄, CL 5.5 mm). 
Fig. 7. Colouration of fresh specimens (A–D) and in life (E). A–C, Tetralia brunalineata Trautwein, 2007 (A, RUMF-
ZC-3803, male, CL 4.1 mm; B, RUMF-ZC-3799, female, CL 4.8 mm; C, RUMF-ZC-3804, male, CL 4.0 mm, right 
ambulatory legs, upper view); D, E, Tetralia cinctipes Paul'son, 1875 (D, E, RUMF-ZC-3808, male, CL 5.5 mm). 
 
であり, 後方に向かって次第に色が薄くなる場
合が多い. 額域と甲の前側縁は, 太い青緑色の
帯で縁取られる. 眼の角膜部は白銀色または薄
い水色である. 鉗脚の腕節と掌部は, 概ね黒褐
色であるが, 下面は若干色が薄い. 指部は濃い
赤茶色である. 歩脚の地色は, 甲の背面と同じ
であるが, 長節と前節には, それぞれ前縁の末
端付近に水色の斑紋を具える. 特に第 4 歩脚の
長節の斑紋は, 他の歩脚のそれよりも明瞭であ
る場合が多い. ただし, これらの斑紋は生時に
は明瞭であるが, 冷凍処理後には不明瞭になる. 
備考. 検討標本の特徴は, 先行研究で示され

ている Tetralia cinctipes Paul'son, 1875および本
種の新参異名とされている Ta. glaberrima 
pullidactyla Garth, 1971の記載や図とよく一致し

た (Patton 1966; Serène 1984; Galil 1986b, 1988a; 
Galil & Clark 1988; Castro 1997a, 1997b; 川本･奥
野 2003; Limviriyakul et al. 2016). 
武田 (1982: 193, 図 572) および永井･野村 

(1988: 218) には, “Tetralia glaberrima” とされる
写真が掲載されているが, それらの個体は, 額
域および甲の前側縁が帯状の淡い青緑色であ

ること, 第 4 歩脚の長節の前縁の末端付近に水
色の斑紋を具えることから , 実際には Ta. 
cinctipes であると判断した. なお, 永井･野村 
(1988) の写真は伊藤 (2009: 360, 上段左) で再
掲されており, そこでは “ヒメサンゴガニの一
種 Tetralia cincti” (原文のまま) と改められてい
る.  
和名. 酒井 (2003) は Tetralia cinctipesに対し
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て「パウルソンサンゴガニ」の和名を与えた. さ
らに, 小松 (2007: 写真 12E) は学名を記してい
ないが, 明らかに Ta. cinctipes と特定できるカ
ラー写真を掲載し, その種に酒井 (2003) によ
る和名を対応させた. 本稿でもこの和名を踏襲
した. 
分布. 紅海をタイプ産地とし, インド･西太

平洋に広く分布する (Castro et al. 2004). 日本沿
岸では, 沖縄島 (本研究), 瀬底島 (本研究), 久
米島  (川本･奥野  2003), 石垣島  (Serène 1984; 
Castro 1997a), 黒島  (永井･野村  1988; 伊藤 
2009) から記録がある. 
 
Tetralia glaberrima (Herbst, 1790) 
ヒメサンゴガニ 
(図 2A, C, 8A, B) 
 
Restricted synonym list. 
Cancer glaberrimus Herbst, 1790: 262, pl. 20, fig. 

115. 
Tetralia laevissima Stimpson, 1858: 38 [35]; 1907: 

74, pl. 9, figs. 4, 4a. 
Tetralia glaberrima forma fulva Patton, 1966: 286 

[unavailable name]. 
Tetralia glaberrima — Sakai 1976: 511 (part), pl. 

183, fig. 4; 武田 1994: 212, fig. 5; 2004: 131; 
和田 1995: 403, pl. 112 (7); 松久保 1999: 28, 
281; 峯水 2000: 286; Castro et al. 2004: 25 (list), 
26, fig. 3, pls. 1D, E, 2A; 町田ら 2005: 22, fig. 
3; Castro & Godwin 2006: 54; Castro & Titelius 
2008: 320; Ng et al. 2008: 184 (list); Castro 2009: 
277; 伊藤 2009: 360; Limviriyakul et al. 2016: 
4 (list), fig. 4j. 

Tetralia glaberrima fulva Serène, 1984: 282 (part). 
Tetralia fulva — Galil 1988b: 62, figs. 1b, 2c, d; 

Castro 1997a: 65, pl. 1C; 1997b: 112; 1999a: 40; 
1999b: 101; 2003: 441; 川本･奥野 2003: 147. 

Tetralia sanguineomaculata Galil & Clark, 1990: 
375, figs. 4, 5, 6b. 

Tetralia aff. glaberrima — Castro & Titelius 2008: 
321. 

Tetralia aurantistellata — Ng et al. 2008: fig. 139 
[Not Ta. aurantistellata Trautwein, 2007]. 

Tetralia nigrolineata — Castro 2009: 277 (part), fig. 
2F [Not Ta. nigrolineata Serène & Pham, 1957]. 

Not Tetralia glaberrima — Sakai 1976: 511 (part), 
pl. 183, fig. 1 [= Ts. nigrifrons (Dana, 1852)]. 

Not Tetralia glaberrima — Sakai 1976: 511 (part), 
pl. 183, fig. 2 [= Ta. rubridactyla Garth, 1971]. 

Not Tetralia glaberrima — 武田  1982: 193, fig. 
572; 永井･野村  1988: 218 [= Ta. cinctipes 
Paul'son, 1875]. 

Not Tetralia glaberrima — 三宅 1983: 139, pl. 47, 
fig. 4 [= Ta. nigrolineata Serène & Pham, 1957]. 

Not Tetralia glaberrima laevissima — Serène 1984: 
282, fig. 188, pl. 40A, B [= Ta. rubridactyla Garth, 
1971]. 

Not Tetralia glaberrima fulva Serène, 1984: 282 
(part), pl. 40D [= Ta. rubridactyla Garth, 1971]. 

? Tetralia glaberrima — Sakai 1939: 553, pl. 100, 
fig. 8; Ooishi 1970: 94, pl. 15-12; Shikatani & 
Shokita 1990: 186, figs. 1G, 8. 

 
検討標本. RUMF-ZC-3813, 1 雄 (CL 2.7 mm), 1
雌 (CL 3.3 mm), 沖縄島国頭村与那, 2016年 8月
18日; RUMF-ZC-3814, 2雄 (CL 4.6, 8.1 mm), 2
雌 (CL 4.6, 7.2 mm), 沖縄島本部町備瀬, 2016年
4月 8日; RUMF-ZC-3815, 1雄 (CL 6.3 mm), 沖
縄島浦添市伊奈武瀬, 2010年 2月 26日; RUMF-
ZC-3816, 1 雄 (CL 5.3 mm), 沖縄島浦添市伊奈
武瀬, 2011 年 11 月 12 日; RUMF-ZC-3817, 1 雄 
(CL 7.0 mm), 3雌 (CL 6.5–7.4 mm), 沖縄島浦添
市伊奈武瀬, 2013年 12月 5日; RUMF-ZC-3818, 
1雄 (CL 7.9 mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬, 2014
年 11月 23日; RUMF-ZC-3819, 2雄 (CL 6.7, 9.5 
mm), 1雌 (CL 7.6 mm), 本部町瀬底島, 2008年 6
月 6日; RUMF-ZC-3820, 1雄 (CL 6.8 mm), 1雌 
(CL 6.2 mm), 本部町瀬底島, 2016 年 5 月 8 日; 
RUMF-ZC-3821, 1雄 (CL 4.3 mm), 2雌 (CL 5.2, 
6.7 mm), 本部町瀬底島, 2016年 5月 8日; RUMF-
ZC-3822, 1雄 (CL 4.6 mm), 1雌 (CL 5.0 mm), 本
部町瀬底島, 2016年 5月 29日; RUMF-ZC-3823, 
2雄 (CL 4.7, 7.3 mm), 1雌 (CL 6.6 mm), 宮古島
東平安名崎, 2016年 3月 8日. 
色彩. 甲の背面は, 地色が薄いオレンジ色ま

たは乳白色である. このオレンジ色と乳白色の
二型は, 成長に伴い変化すると考えられ, 小型
個体は乳白色, 大型個体はオレンジ色の傾向が
見られる. 額域は, 薄い水色で帯状に縁取られ
るが , その帯の後縁は , 境界が不明瞭である . 
なお, 甲の背面がオレンジ色の場合は, この水
色の帯が灰青色に見える. 鉗脚は甲の地色とほ
ぼ同じまたは甲よりもやや濃い色である. 歩脚
の地色も全体的に甲と同じであるが, 長節と前
節の前縁末端にそれぞれ黒色の斑紋を具え (長
節の斑紋を欠く個体もいる), 指節には複数本
の赤い縦縞または破線を具える. さらに一部の
小型個体では歩脚の前節に赤色の小斑紋を具

える場合もある. 
備考. 検討標本の特徴は, 先行研究で示され

ている Tetralia glaberrima (Herbst, 1790) および  
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図 8. 新鮮な標本の色彩. A, B, ヒメサンゴガニ (A, RUMF-ZC-3820, 雄, CL 6.8 mm; B, RUMF-ZC-3822, 雄, CL 
4.6 mm); C, D, クロエリサンゴガニ (C, RUMF-ZC-3824, 雄, CL 7.8 mm; D, RUMF-ZC-3831 雄, CL 4.9 mm). 
Fig. 8. Colouration of fresh specimens. A, B, Tetralia glaberrima (Herbst, 1790) (A, RUMF-ZC-3820, male, CL 6.8 mm; 
B, RUMF-ZC-3822, male, CL 4.6 mm); C, D, Tetralia nigrolineata Serène & Pham, 1957 (C, RUMF-ZC-3824, male, 
CL 7.8 mm; D, RUMF-ZC-3831, male, CL 4.9 mm). 
 
本種の新参異名とされている Ta. glaberrima 
fulva Serène, 1984や Ta. sanguineomaculata Galil 
& Clark, 1990 の記載や図と概ね一致した 
(Patton 1966; Serène 1984; Galil 1988b; Galil & 
Clark 1990; Castro 1997a; 峯水 2000; 川本･奥野 
2003; Castro et al. 2004; 町 田 ら  2005; 
Limviriyakul et al. 2016). 

Tetralia glaberrima またはその新参異名の学
名を伴った日本沿岸からの記録は古くから存

在する. 以下ではこれらの記録の種同定の正否
について論じる . ただし , 取り扱った文献は , 
日本沿岸からの記録文献に限定し, さらに, 図
や記載などがなく標本の特徴に関する情報が

ない文献  (Miyake 1936; 三宅 ･武田  1978; 
Tsuchiya et al. 1992; Nomura et al. 1996; 村岡 
1998; 諸喜田ら  2000; 丸村･小坂  2003), 引用

による二次文献  (武田･三宅  1976; Komatsu 
2011), 学名が示されていない文献 (小松 2007; 
平林･畑 2015) は対象外とした. 海外からの記
録の種同定に関しては, Castro (1997a, 1997b) の
Ta. fulva および Castro et al. (2004) の Ta. 
glaberrimaの異名表を参照されたい. 
本研究により, Ta. glaberrimaであると判断さ

れた文献は, 次の通りである: Sakai (1976: 一部, 
pl. 183, fig. 4), 和田 (1995), 松久保 (1999), 峯
水 (2000), 川本･奥野 (2003: Ta. fulva として), 
武田 (2004), 町田ら (2005), 伊藤 (2009). これ
らの文献のなかには, 色彩記述の内容から複数
種を混同している可能性が残るものもあるが, 
少なくとも図に示されている個体は, すべて Ta. 
glaberrima と判断された . さらに , 日本の 
“Ousima” (= 奄美大島 ) から記載された Ta. 
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laevissima Stimpson, 1858は, Ta. glaberrimaの新
参客観異名となったため  (Castro et al. 2004), 
Stimpson (1858, 1907) による Ta. laevissimaの記
録も Ta. glaberrimaである. 

Sakai (1976) は Ta. glaberrima の色彩変異と
して 3例の色彩型を図示した (pl. 183, figs. 1, 2, 
4). これらのうち, fig. 1は Serène (1984: 285) で
は疑問符付きで Ta. heterodactyla fusca Serène & 
Pham, 1957 (現在は Tetraloides heterodactylaの新
参異名) と扱われ, 町田ら (2005: 23) では Ta. 
glaberrima とされている. しかしながら, Sakai 
(1976: pl. 183, fig. 1) の個体は, 鉗脚 (特に小鉗
脚) が甲長に対して短いことや甲の後側縁が強
く狭まることからコジリサンゴガニ属であり, 
さらにその色彩から Tetraloides nigrifrons (Dana, 
1852) であることが判明した (図 10C, D参照). 
一方, Sakai (1976: pl. 183) の fig. 2は, Castro 

(1997a: 70) および町田ら  (2005: 23) では Ta. 
nigrolineata Serène & Pham, 1957と扱われている
が, Sakai (1976: pl. 183, fig. 2) の個体は, 額域と
甲の前側縁が黒く縁取られ, その内側には青緑
色の線を欠いていること, 鉗脚の長節と腕節の
前縁, および掌部の上面基部にある瘤状の突起
が紫味を帯びた濃い赤色であること, 鉗脚の指
部の先端が赤味の強いオレンジ色であること

から , 実際には Ta. nigrolineata ではなく , Ta. 
rubridactyla Garth, 1971の小型個体 (図 9B参照) 
であると考えられる. 
武田  (1982) および永井･野村  (1988) に示

されている Ta. glaberrimaは, Ta. cinctipesである 
(パウルソンサンゴガニの備考を参照). さらに, 
三宅 (1983: 139, pl. 47, fig. 4) に掲載されている
Ta. glaberrimaは, Ta. nigrolineataである (Castro 
1997a: 68; 1999a: 41; 町田ら 2005: 23). 
これらの記録のほかに, Sakai (1939: pl. 100, 

fig. 8), Ooishi (1970: pl. 15-12), Shikatani & Shokita 
(1990: fig. 1G) にも Ta. glaberrimaとされる図が
掲載されているが, 色彩に関する情報がないた
め, 本研究では種同定ができなかった. これら
の記録については, 今後, 標本に基づいた詳細
な再検討が必要であろう. 
分布. オーストラリアのクイーンズランド

をタイプ産地とし, インド･西太平洋に広く分
布する (Castro et al. 2004; Castro & Godwin 2006). 
本研究で確認された日本沿岸からの記録は, 高
知県沖  (町田ら  2005), 奄美大島  (Stimpson 
1858, 1907), 沖縄島 (本研究), 瀬底島 (本研究), 
座間味島 (和田 1995; 伊藤 2009), 久米島 (川

本･奥野 2003), 宮古島 (本研究), 西表島 (松久
保 1999; 峯水 2000) である. 
 
Tetralia nigrolineata Serène & Pham, 1957 
クロエリサンゴガニ 
(図 8C, D) 
 
Restricted synonym list. 
Tetralia glaberrima forme nigrolineata Serène & 

Pham, 1957: 120. 
Tetralia glaberrima forma obscura Patton, 1966: 

287 [unavailable name]. 
Tetralia glaberrima — 三宅 1983: 139, pl. 47, fig. 

4 [Not Ta. glaberrima (Herbst, 1790)]. 
Tetralia glaberrima obscura — Serène 1984: 283, pl. 

40E. 
Tetralia glaberrima nigrifrons — Serène 1959: 153; 

1984: 283, pl. 40F [Not Ts. nigrifrons (Dana, 
1852)]. 

Tetralia nigrolineata — Galil 1988b: 63, figs. 1c, 2e, 
f; Castro 1997a: 68, pl. 1D; 1999a: 41; 1999b: 
102; 2009: 277 (part); 峯水 2000: 288; Castro et 
al. 2004: 25 (list); 町田ら  2005: 24, fig. 4; 
Castro & Titelius 2008: 321; Ng et al. 2008: 184 
(list); Limviriyakul et al. 2016: 4 (list), fig. 4k. 

Not Tetralia nigrolineata — Castro 2009: 277 (part), 
fig. 2F [= Ta. glaberrima (Herbst, 1790)]. 

 
検討標本. RUMF-ZC-3824, 1雄 (CL 7.8 mm), 沖
縄島国頭村与那, 2016年 7月 21日; RUMF-ZC-
3825, 1雄 (CL 9.7 mm), 2雌 (CL 3.1, 9.7 mm), 沖
縄島国頭村与那, 2016年 8月 18日; RUMF-ZC-
3826, 1雌 (CL 2.9 mm), 沖縄島本部町備瀬, 2016
年 4月 8日; RUMF-ZC-3827, 1雌 (CL 3.9 mm), 
沖縄島北谷町砂辺, 2007 年 10 月 11 日; RUMF-
ZC-3828, 1 雌 (CL 4.4 mm), 沖縄島浦添市伊奈
武瀬, 2010 年 2 月 26 日; RUMF-ZC-3829, 1 雄 
(CL 6.7 mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬, 2013年 12
月 5日; RUMF-ZC-3830, 1雄 (CL 5.4 mm), 2雌 
(CL 5.2, 5.7 mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬, 2016
年 7 月 19 日; RUMF-ZC-3831, 8 雄 (CL 2.9–4.9 
mm), 本部町瀬底島, 2016 年 5 月 8 日; RUMF-
ZC-3832, 5 雌 (CL 3.5–6.9 mm), 本部町瀬底島, 
2016年 5月 8日. 
色彩. 甲の背面の地色には, 乳白色から茶褐

色まで変異がある. これらは, 概ね成長に伴い
変化すると考えられ, 小型個体は乳白色, 中型
個体は薄い茶褐色, 大型個体は濃い茶褐色の傾
向がある. 額域と甲の前側縁は, 外縁が濃暗色
の太い帯, その内側が水色の細い線で縁取られ
る . 外縁の濃暗色の帯は , 小型個体では黒色 , 
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大型個体では焦茶色である. 鉗脚と歩脚は全体
的に甲の地色とほぼ同じであり, 歩脚の前節の
前縁末端に黒色の斑紋を具える. この歩脚の黒
斑は, 小型個体では明瞭であるが, 大型個体で
は不明瞭または欠く場合もある. 
備考. 検討標本の特徴は, 先行研究で示され

ている Tetralia nigrolineata Serène & Pham, 1957
および本種の新参異名とされている Ta. 
glaberrima obscura Serène, 1984の記載や図とよ
く一致した (Serène & Pham 1957; Patton 1966; 
Serène 1984; Galil 1988b; Castro 1997a; 峯水 
2000; 町田ら 2005; Limviriyakul et al. 2016). 

Castro (2009: fig. 2F) には, “pre-adult” とされ
る Ta. nigrolineata の写真が掲載されている. と
ころがこの個体は, 額域や甲の前側縁に濃暗色
の縁取りを欠き, 歩脚には青黒い斑紋のほかに
複数の赤色の小斑紋を具えている. 本研究の観
察結果では, 小型個体を含め Ta. nigrolineata の
すべての標本においてもこのような色彩は見

られず, むしろ Ta. glaberrima の小型個体 (図
8B 参照) に近似している. このような色彩は, 
従来の研究においても Ta. glaberrima の小型個
体のみに見られる色彩型である (Castro 1997a: 
67, Ta. fulvaとして; 峯水 2000: 286, 下段, 雄の
写真). したがって, 本研究ではCastro (2009) で
示されている  “Ta. nigrolineata” の同定を Ta. 
glaberrimaの小型個体であると判断した. 
三宅 (1983) の Ta. glaberrimaは, 本種である 

(Castro 1997a: 68; 1999a: 41; 町田ら 2005: 23; 本
研究: ヒメサンゴガニの備考を参照). 
分布. オーストラリアのクイーンズランド

をタイプ産地とし, インド･西太平洋に広く分
布する  (Castro et al. 2004; Limviriyakul et al. 
2016). 日本沿岸では, 高知県沖 (町田ら 2005), 
沖縄島 (本研究), 瀬底島 (本研究), 石垣島 (三
宅 1983; Galil 1988b), 西表島 (峯水 2000) から
記録されている. 

 
Tetralia rubridactyla Garth, 1971 
アカテヒメサンゴガニ 
(図 9) 

 
Restricted synonym list. 
Tetralia glaberrima forma rubridactyla Patton, 

1966: 287 [unavailable name]. 
Tetralia glaberrima rubridactyla Garth, 1971: 185. 
Tetralia glaberrima — Sakai 1976: 511 (part), pl. 

183, fig. 2 [Not Ta. glaberrima (Herbst, 1790)]. 
Tetralia glaberrima laevissima — Serène 1984: 

282, fig. 188, pl. 40A, B [Not Ta. laevissima 
Stimpson, 1858]. 

Tetralia glaberrima fulva Serène, 1984: 282 (part), 
pl. 40D [Not Ta. g. fulva Serène, 1984]. 

Tetralia heterodactyla fusca — Serène 1984: 283 
(part) [Not Ta. nigrifrons forme fusca Serène & 
Pham, 1957]. 

Tetralia rubridactyla — Galil 1988b: 65, figs. 1d, 2g, 
h; Castro 1997a: 70, pl. 1E; 1997b: 113; 1999a: 
41; 1999b: 102; 2003: 442; 2009: 278; 峯水 
2000: 287; 加藤･奥野 2001: 137; 川本･奥野 
2003: 147; Castro et al. 2004: 25 (list); Castro & 
Titelius 2008: 322; Ng et al. 2008: 184 (list); 
Limviriyakul et al. 2016: 4 (list), fig. 4l. 

Tetralia innamorata Galil & Clark, 1988: 138, figs. 
1B, 2A, 3B, 4B, G, 6B. 

Tetralia cf. rubridactylus — Ng et al. 2008: fig. 138. 
 
検討標本. RUMF-ZC-3833, 1雄 (CL 4.7 mm), 沖
縄島国頭村辺野喜, 2016年 5月 7日; RUMF-ZC-
3834, 2雌 (CL 7.8, 7.9 mm), 沖縄島国頭村与那, 
2016年 8月 18日; RUMF-ZC-3835, 3雄 (CL 4.9–
7.1 mm), 2雌 (CL 4.7, 6.8 mm), 沖縄島本部町備
瀬, 2016年 2月 10日; RUMF-ZC-3836, 2雄 (CL 
4.9, 7.8 mm), 3雌 (CL 4.0–7.3 mm), 沖縄島本部
町備瀬, 2016 年 4 月 8 日; RUMF-ZC-3837, 1 雄 
(CL 2.5 mm), 1雌 (CL 3.8 mm), 沖縄島本部町備
瀬, 2016年 4月 8日; RUMF-ZC-3838, 1雄 (CL 
5.4 mm), 沖縄島嘉手納町水釜, 2013 年 2 月 25
日; RUMF-ZC-3839, 1雄 (CL 6.0 mm), 沖縄島浦
添市伊奈武瀬, 2010 年 2 月 26 日; RUMF-ZC-
3840, 1雄 (CL 4.7 mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬, 
2010年 12月 22日; RUMF-ZC-3841, 2雄 (CL 5.5, 
6.9 mm), 本部町瀬底島 , 2009 年 7 月 23 日; 
RUMF-ZC-3842, 1雄 (CL 4.6 mm), 1雌 (CL 4.2 
mm), 本部町瀬底島, 2011年 6月 16日; RUMF-
ZC-3843, 1雄 (CL 5.2 mm), 2雌 (CL 4.1, 5.7 mm), 
本部町瀬底島, 2016年 5月 29日. 
色彩. 甲の背面の地色は様々であるが, 小型

個体では白色の場合が多く, 中･大型個体では
薄い茶褐色 , 薄紫色 , ピンク色の場合が多い . 
額域は黒色の帯で縁取られるが, 小型個体では
この黒色の帯がより太く明瞭で, 個体によって
はこの帯の直後や帯の中央を横断する位置に

細い青緑色の横線を具える場合もある. 中･大
型個体では黒色の帯は細く, 後縁の境界が不明
瞭である. 甲の前側縁も黒色で縁取られるが, 
これも小型個体の方が太く, より後方まで伸び
る傾向がある. 鉗脚の地色は白色の個体が多い
が, 中･大型個体の一部では腕節と掌部の上面 
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図 9. 新鮮な標本の色彩. アカテヒメサンゴガニ (A, RUMF-ZC-3835, 雄, CL 7.1 mm; B, RUMF-ZC-3833, 雄, 
CL 4.7 mm). 
Fig. 9. Colouration of fresh specimens. Tetralia rubridactyla Garth, 1971 (A, RUMF-ZC-3835, male, CL 7.1 mm; B, 
RUMF-ZC-3833, male, CL 4.7 mm). 

  
が茶褐色の場合もある. 長節と腕節の前縁, お
よび掌部の上面基部にある瘤状の突起は, 紫味
を帯びた濃い赤色であるが, 地色が茶褐色の個
体の場合は, これらの色はほぼ黒色に見える. 
指部の先端は赤味の強いオレンジ色で, 特に可
動指では鮮やかである. 歩脚の地色は甲の地色
と同じ場合が多く, 腕節の前縁末端および前節
の末端縁は紫味を帯びた濃い赤色である. 
備考. 検討標本の特徴は, 先行研究で示され

ている Tetralia rubridactyla Garth, 1971および本
種の新参異名とされている Ta. innamorata Galil 
& Clark, 1988の記載や図とよく一致した (Galil 
1988b; Galil & Clark, 1988; Castro 1997a, 1999a; 
峯水 2000; 加藤･奥野 2001; 川本･奥野 2003; 
Limviriyakul et al. 2016). 
川本･奥野 (2003: 147) は, 従来, 日本沿岸か

ら Ta. glaberrima として報告されてきた種のな
かに本種が紛れていた可能性を指摘したが, そ
の具体例については言及していない. 本研究で
は, 少なくとも Sakai (1976: pl. 183) の fig. 2の
個体は本種であると判断した (ヒメサンゴガニ
の備考参照). 
和名. 酒井 (2003) は Tetralia rubridactyla に

対し「アカユビサンゴガニ」と「ジョンサンゴ

ガニ」の 2 つの和名を与え, 丸村･小阪 (2003) 
は「アカテヒメサンゴガニ」の和名を与えた. こ
れらの和名のうち, 丸村･小阪 (2003) の和名は, 
既に平林･畑 (2015) によって使用されている
ことから, 本稿では「アカテヒメサンゴガニ」
の和名を使用した. 

分布. オーストラリアのクイーンズランド
をタイプ産地とし, インド･西太平洋に広く分
布する (Castro et al. 2004; Castro 2009). 日本沿
岸では, 八丈島 (加藤･奥野 2001), 和歌山県紀
伊半島  (Castro 1999a), 屋久島  (Castro 1999a), 
沖縄島  (Castro 1999a; 本研究), 瀬底島  (本研
究), 久米島  (川本･奥野  2003), 西表島  (峯水 
2000) から記録されている. 
 
Tetraloides Galil, 1986 
コジリサンゴガニ属 (新称) 
 
備考 . コジリサンゴガニ属には Tetraloides 
heterodactyla (Heller, 1861) と Ts. nigrifrons (Dana, 
1852) の 2種が知られている (Castro et al. 2004; 
Ng et al. 2008). これらの 2種は, 生時または新
鮮な標本であれば色彩によって容易に識別で

きるが [Castro et al. 2004: 31 (key); 本研究: 図
10], 退色した標本であっても次の特徴により
識別可能である [Galil & Clark 1988: 150 (key); 
本研究]: (1) 両種ともに小鉗脚の前節の下縁に
は , 鋸 歯 状 の 突 起 が 密 に 並 ぶ が , Ts. 
heterodactyla では, これが大きく明瞭であるの
に対して (図 11A), Ts. nigrifronsのそれは細かく, 
完縁であるかのように見える (図 11B); (2) 甲
長に対する額の幅 (FW/CL) は, Ts. heterodactyla
においてより大きい (附録 1; 図 3E, F); (3) 雄
の大鉗脚の前節長は, Ts. nigrifronsの方がより長
く , 甲長  (LPL/CL) および小鉗脚の前節長 
(LPL/SPL) に対する比が大きい (附録 1; 図 4A,  
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図 10. 新鮮な標本 (A–C) および生時 (D) の色彩. A, B, アズキコジリサンゴガニ (改称) (A, RUMF-ZC-3844, 
雄, CL 4.8 mm; B, RUMF-ZC-3844, 雄, CL 7.4 mm); C, D, クロコジリサンゴガニ (新称) (C, RUMF-ZC-3850, 
雄, CL 8.0 mm; D, RUMF-ZC-3851, 雄, CL 4.6 mm). 
Fig. 10. Colouration of fresh specimens (A–C) and in life (D). A, B, Tetraloides heterodactyla (Heller, 1861) (A, RUMF-
ZC-3844, male, CL 4.8 mm; B, RUMF-ZC-3844, male, CL 7.4 mm); C, D, Tetraloides nigrifrons (Dana, 1852) (C, 
RUMF-ZC-3850, male, CL 8.0 mm; D, RUMF-ZC-3851, male, CL 4.6 mm). 
 
E); (4) 雄の大鉗脚の前節長に対する指節長 
(LDL/LPL) は, Ts. nigrifronsの方がより長い (附
録 1; 図 5A); (5) Ts. heterodactylaでは, 雄の大鉗
脚の不動指咬合縁に歯列を具えるのに対して 
(図 10A, B), Ts. nigrifronsではこれを欠く (図 2D, 
10C, D). ただし , 本研究で検討した Ts. 
nigrifrons 標本のうち , 最小の雄個体  (CL 3.0 
mm) においては, 歯列の存在が認められるた
め, 2 種間で成長に伴う鉗部の形態の変化様式
が異なることが示唆される. 
和名. Tetraloides Galil, 1986 の標準和名はこ

れまで提唱されていない. 本属は, ヒメサンゴ
ガニ属よりも甲の後側縁が強く狭まり, 尻が小
さいように見えることから , 属の標準和名に
「コジリサンゴガニ属」を提唱する. 

Tetraloides heterodactyla (Heller, 1861) 
アズキコジリサンゴガニ (改称) 
(図 10A, B, 11A) 
 
Restricted synonym list. 
Tetralia heterodactyla Heller, 1861: 14 (part). 
Tetralia nigrifrons forme fusca Serène & Pham, 

1957: 110, figs. 1A, B, 2, pls. 2 (1, 2), 3 (1, 2). 
Tetralia nigrifrons forme cyanea Serène & Pham, 

1957: 116, fig. 3A–C. 
Tetralia nigrifrons — Serène & Pham 1957: fig. 4M 

[Not Ts. nigrifrons (Dana, 1852)]. 
Tetralia heterodactyla fusca — Serène 1959: 153, 

figs. 5C, 6B; 1984: 283 (part), pl. 42B; Dai & 
Lan 1981: 129, fig. 11, pl. 2 (11); Dai et al. 
1986; 361, pl. 52 (7); Dai & Yang 1991: 389, pl. 
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52 (7). 
Tetraloides nigrifrons — Galil 1986a: 72 (part), fig. 

1C?, D? [Not Ts. nigrifrons (Dana, 1852)]. 
Tetraloides heterodactyla — Galil 1988a: 174 

(part); Galil & Clark 1988: 147 (part), figs. 1D, 
3D, 4D, I; Castro 1997a: 71; 1997b: 115, pl. 1B; 
1999a: 45; 1999b: 103; 2003: 443; 2009: 279; 
2011: 79 (list); Castro et al. 2004: 31 (list), 32; 
Castro & Titelius 2008: 323. 

Tetraloides heterodactylus — Ng et al. 2008: 184 
(list); Limviriyakul et al. 2016: 4 (list), fig. 4m. 

Not Tetralia heterodactyla Heller, 1861: 14 (part) 
[= Ta. cinctipes Paul'son, 1875]. 

Not Tetralia heterodactyla — 今島 1970: 185 
(part), pl. 6-2, fig. 1 (左); 武田 1982: 193, fig. 
573; Dai et al. 1986: 361, fig. 188 (2), pl. 52 (6); 
Dai & Yang 1991: 388, fig. 188 (2), pl. 52 (6) [= 
Ts. nigrifrons (Dana, 1852)]. 

Not Tetralia heterodactyla — 今島 1970: 185 
(part), pl. 6-2, fig. 1 (右) [= Tetralia sp.]. 

Not Tetralia heterodactyla fusca — Serène 1984: 
283 (part) [= Ta. rubridactyla Garth, 1971]. 

Not Tetraloides heterodactyla — Galil 1988a: 174 
(part), fig. 8; Galil & Clark 1988: 147 (part), fig. 
6D [= Ts. nigrifrons (Dana, 1852)]. 

? Tetralia heterodactyla — Takeda & Iwasaki 1983: 
88 [? = Ts. nigrifrons (Dana, 1852)]. 

? Tetraloides heterodactyla — 平林･畑 2015: 3 [? 
= Ts. nigrifrons (Dana, 1852)].  

 
検討標本. RUMF-ZC-3844, 3雄 (CL 4.8–7.4 mm), 
3 雌 (CL 4.9–7.7 mm), 沖縄島本部町備瀬, 2016
年 2月 10日; RUMF-ZC- 3845, 1雄 (CL 5.2 mm), 
3 雌 (CL 6.2–8.2 mm), 沖縄島本部町備瀬, 2016
年 4 月 8 日; RUMF-ZC-3846, 3 雄 (CL 5.7–6.6 
mm), 2雌 (CL 6.6, 6.6 mm), 沖縄島本部町備瀬, 
2016年 6月 4日; RUMF-ZC-3847, 1雄 (CL 3.6 
mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬, 2016年 7月 19日. 
色彩. 甲の背面および鉗脚と歩脚の上面は, 

やや青味を帯びた白色の地色で, 赤紫色の小斑
紋で覆われる. この小斑紋の被度や大きさには
変異が多く, 甲の中央･後半部にほとんど小斑
紋がない個体や, 斑紋が微小であるため, ほと
んど目立たない個体もいる. 歩脚の長節から前
節の前縁には水色の大きな斑紋を具える. 
備考. 検討標本の特徴は, 先行研究で示され

ている Tetraloides heterodactyla (Heller, 1861) の
記載や図 (Castro 1997b; Limviriyakul et al. 2016), 
さらに本種の新参異名とされている Tetralia 
nigrifrons forma cyanea Serène & Pham, 1957や Ta. 
n. forma fusca Serène & Pham, 1957 の記載や図 

(Serène & Pham 1957; Serène 1959, 1984; Patton 
1966; Dai & Lan 1981; Dai et al. 1986; Dai & Yang 
1991) とよく一致した. 

Tetraloides heterodactylaと Ts. nigrifrons, さら
に両種の新参異名とされている各種の間では, 
長らく分類が混乱していたため  (例えば , 
Serène & Pham 1957; Serène 1959, 1984; Galil 
1986a, 1988a), これらの文献を参照する際には
当然, 注意が必要であるが, 両種の識別点が明
確にされた Galil & Clark (1988) の種同定につい
ても未だいくつかの疑問が残る. Galil & Clark 
(1988) が 2種の記載文や検索表において示した
特徴は, 本研究で確認されたそれぞれの特徴と
よく一致する. しかし, 同文献の fig. 6D で Ts. 
heterodactyla とされている雄の標本は, 大鉗脚
の可動指が相対的に長く, 不動指咬合縁に歯列
が存在するなど, Ts. nigrifronsに見られる特徴を
示している . さらに , 本研究で扱った Ts. 
heterodactyla では, 甲の斑紋が目立たない場合
でも鉗脚上面の斑紋は常に明瞭であり (例えば, 
Castro 1997b: pl. 1B), 白黒写真であっても甲や
鉗脚が均一な濃暗色にならないと考えられる

が, Ts. nigrifronsでは, Galil & Clark (1988) の fig. 
6D のように全身が黒色の個体も確認されてい
る (例えば, Limviriyakul et al. 2016: fig. 4o). 一
方 , Galil & Clark (1988) の fig. 1D で Ts. 
heterodactyla とされている雄の鉗部の図は, 本
研究で Ts. heterodactyla と同定された標本のも
のとよく一致する (fig. 3D, 4D, Iも fig. 1Dと同
一標本). このことは, 両種の識別点を明確化し
た Galil & Clark (1988) でさえも, 種の混同を完
全には解消していなかったことを示唆する. 
さらに, Galil & Clark (1988) や Castro (1997a, 

1997b, 1999b) による両種の異名表では , Galil 
(1986a: figs. 1–3) の Ts. nigrifrons および Galil 
(1988a: fig. 8) の Ts. heterodactylaは, ともに Ts. 
heterodactyla とされているが, 少なくとも Galil 
(1986a) の fig. 1B や Galil (1988a) の fig. 8B に
示されている雄の大鉗脚の図は, 可動指の相対
的な長さや不動指咬合縁の歯列の有無から, こ
れらも Ts. nigrifronsであると考えられる. 
本種は日本沿岸では , 小笠原諸島  (今島 

1970; 武田･三宅 1976; Komatsu 2011), 琉球列
島  (武田  1982; Takeda & Iwasaki 1983; Castro 
1999a), 和歌山県串本 (丸村･小阪 2003; 平林･
畑 2015) から記録されている. しかしながら, 
それらの記録には明らかな誤同定や種同定の

正否が不明なものが多く含まれる. 
今島 (1970: 185) は, 小笠原諸島父島から  
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図 11. コジリサンゴガニ属 (新称) の小鉗脚の鉗部. A, アズキコジリサンゴガニ (改称) (RUMF-ZC-3844, 雄, 
CL 7.4 mm); B, クロコジリサンゴガニ (新称) (RUMF-ZC-3850, 雄, CL 8.0 mm). 
Fig. 11. Small (minor) chela of Tetraloides species. A, Tetraloides heterodactyla (Heller, 1861) (RUMF-ZC-3844, male, 
CL 7.4 mm); B, Tetraloides nigrifrons (Dana, 1852) (RUMF-ZC-3850, male, CL 8.0 mm)

  
“Tetralia heterodactyla” を日本初記録として報
告し , この記録を根拠に武田･三宅  (1976) や
Komatsu (2011) は, 小笠原諸島産のカニ類目録
に本種を含めた. さらに Limviriyakul et al (2016) 
は , 本種の産地に日本を含めるにあたって
Komatsu (2011) を引用している. しかしながら, 
今島 (1970) に示されている写真 (pl. 6-2, fig. 1) 
のうち, 少なくとも左側の個体は, 額域および
甲の前側縁が濃暗色の帯で縁取られ, それ以外
の甲の背面は明色であることから , Ts. 
heterodactyla ではなく Ts. nigrifrons であると判
断される (図 10C, D 参照). また右側の個体は, 
コジリサンゴガニ属の種に比べて小鉗脚の前

節が長く, 甲の後側縁の狭まりも弱いことから, 
この個体は Ts. heterodactylaではなく, ヒメサン
ゴガニ属の何れかの種であると考えられる. 

武田 (1982: 193, 図 573) は, 標本の産地を
示していないが , “クロエリヒメサンゴガニ
Tetralia heterodactyla” とされるカラー写真を掲
載し, 分布域に琉球列島を含めている. しかし, 
この武田 (1982) の個体もその色彩から明らか
に Ts. nigrifronsである. 

Takeda & Iwasaki (1983: 88) は, 琉球列島の
黒島から採集された標本に基づき本種を記録

している . しかしながら , Takeda & Iwasaki 
(1983) の記述から読み取れる色彩情報は , 
Castro (1997b) や 本 研 究 で 示 さ れ た Ts. 
heterodactyla のそれとは異なり , むしろ Ts. 
nigrifrons と一致する. 加えて, 同著者による当
時の各文献  (Takeda & Nunomura 1976; 武田 
1982) において Ta. heterodactyla と同定されて
いた種は, Ts. nigrifronsの誤同定であることが指
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摘されているため  (Castro 1997a; 本研究 ), 
Takeda & Iwasaki (1983) の同定に関しても疑問
が残る . これらのことから , Takeda & Iwasaki 
(1983) で扱われた標本の同定を再確認する必
要があるが, 同文献には標本の所在が明記され
ていないため, 現時点ではこれは困難である. 

Castro (1999a: 46) は, インドネシア産のサン
ゴガニ上科の報告のなかで , 沖縄産の Ts. 
heterodactyla の色彩について記述している. そ
こで示された色彩は , 本研究において Ts. 
heterodactyla と同定された種の色彩, およびそ
の他の研究で示された本種の色彩とよく一致

するため, 種同定に関しては正確性が高いと考
えられる. しかしながら, 同文献の標本リスト
には沖縄産の本種は載っておらず, さらに同著
者による本種を扱ったその後の研究  (Castro 
1999b, 2003, 2009, 2011; Castro et al. 2004; Castro 
& Titelius 2008) にも沖縄産 Ts. heterodactyla の
標本は扱われていない . したがって , Castro 
(1999a) による沖縄産 Ts. heterodactylaの色彩に
関する記述は, 未公表試料に基づくものと考え
られる. 
丸村･小阪 (2003) は, 和歌山県串本産の標

本に基づき Ts. heterodactyla を記録しているが, 
標本の特徴や同定根拠は示されていない. 本種
と Ts. nigrifrons は, 退色した標本であっても形
態による識別が容易であるため, 串本産の標本
の詳細な報告が望まれる . また , 平林･畑 
(2015) も和歌山県串本において目視観察によ
り Ts. heterodactylaを記録しているが, 観察個体
の特徴や同定根拠は示されていない. しかしな
がら, 同文献の本種の記述箇所で挙げられた文
献は , 武田  (1982), Takeda & Iwasaki (1983), 
Komatsu (2011) の 3 文献であり, これらの文献
は先述の通り, 誤同定による記録, 同定に疑問
が残る記録, 誤同定の記録を引用している文献
であるため , それらを参考にした平林･畑 
(2015) の種同定に関しても疑問が残る. 
和名 . 武田  (1982) は , Ts. heterodactyla 

(Tetralia として) に対して「クロエリヒメサン
ゴガニ」の和名を与え, 丸村･小阪 (2003) は「ヒ
メサンゴモドキ」の和名を与えた. このうち, 
武田 (1982) の和名は, Takeda & Iwasaki (1983) 
においても継承されているが, 少なくとも武田 
(1982) に掲載されている写真の種は Ts. 
nigrifrons であり , 和名の「クロエリ」は Ts. 
nigrifrons の色彩 (図 10C, D 参照) に由来する
と推察される. 一方, 丸村･小阪 (2003) の和名

は, 命名の基となった標本の同定は未確認であ
るが, 既に刺胞動物門に「サンゴモドキ」の名
がつく分類群がいくつも存在するため, サンゴ
類とサンゴガニ類を同時に扱う研究や文献に

おいて混乱を招くおそれがある. そこで, 本稿
ではこれに替わる標準和名として, 本種の体色 
(小豆色) に因んだ「アズキコジリサンゴガニ」
を提唱する. なお, 標準和名の基準となる標本
には本研究の検討標本  (RUMF-ZC-3844, 雄 , 
CL 7.4 mm) を指定する. 
分布. 紅海をタイプ産地とし, インド･西太

平洋に広く分布する (Castro et al. 2004; Castro 
2009, 2011; Limviriyakul et al. 2016). 日本沿岸か
らのこれまでの記録には, 同定の再確認が必要
なものが残されているが (備考参照), 少なくと
も本研究の検討標本により沖縄島に分布する

ことは確実である. 
 

Tetraloides nigrifrons (Dana, 1852) 
クロコジリサンゴガニ (新称) 
(図 2B, D, 10C, D, 11B) 

 
Restricted synonym list. 
Tetralia nigrifrons Dana, 1852: 83. 
Tetralia nigrifrons forme lissodactyla Serène & 

Pham, 1957: 118, fig. 3D–F, pl. 1. 
Tetralia nigrifrons — Serène & Pham 1957: fig. 4N. 
Tetralia heterodactyla — 今島 1970: 185 (part), pl. 

6-2, fig. 1 (左); 武田 1982: 193, fig. 573; Dai et 
al. 1986: 361, fig. 188 (2), pl. 52 (6); Dai & Yang 
1991: 388, fig. 188 (2), pl. 52 (6) [Not Ts. 
heterodactyla (Heller, 1861)]. 

Tetralia glaberrima — Sakai 1976: 511 (part), pl. 
183, fig. 1 [Not Ta. glaberrima (Herbst, 1790)]. 

Tetralia heterodactyla lissodactyla — Serène 1984: 
285, fig. 189, pl. 42C. 

Tetraloides nigrifrons — Galil 1986a: 72 (part), figs. 
1A, B, 2?, 3?; Galil & Clark 1988: 149, figs. 1E, 
3E, 4E, J, 5B, 6E; Castro 1997a: 72, pl. 1F; 
1997b: 115; 1999b: 104; 2003: 443; 2009: 279; 
2011: 79 (list); Castro et al. 2004: 31 (list), 32, pl. 
2B; Castro & Titelius 2008: 323; Ng et al. 2008: 
184 (list); Poupin & Juncker 2008: 34, fig. 15b; 
Limviriyakul et al. 2016: 4 (list), fig. 4n, o. 

Tetraloides heterodactyla — Galil 1988a: 174 (part), 
fig. 8; Galil & Clark 1988: 147 (part), fig. 6D 
[Not Ts. heterodactyla (Heller, 1861)]. 

Not Tetralia glaberrima nigrifrons — Serène 1959: 
153; 1984: 283, pl. 40F [= Ta. nigrolineata Serène 
& Pham, 1957]. 

Not Tetraloides nigrifrons — Galil 1986a: 72 (part), 
fig. 1C, D [= Ts. heterodactyla (Heller, 1861)]. 
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? Tetralia heterodactyla — Takeda & Iwasaki 1983: 
88. 

? Tetraloides heterodactyla — 平林･畑 2015: 3. 
 
検討標本. RUMF-ZC-3848, 1 雄 (CL 3.0 mm), 1
雌 (CL 7.0 mm), 沖縄島国頭村座津武, 2016年 8
月 19日; RUMF-ZC-3849, 2雌 (CL 7.6, 7.7 mm), 
沖縄島国頭村与那, 2016 年 7 月 21 日; RUMF-
ZC-3850, 1雄 (CL 8.0 mm), 沖縄島本部町備瀬, 
2016年 4月 8日; RUMF-ZC-3851, 1雄 (CL 4.6 
mm), 1雌 (CL 5.1 mm), 沖縄島恩納村万座毛裏, 
2008年 11月 14日; RUMF-ZC-3852, 2雄 (CL 7.0, 
8.1 mm), 1雌 (CL 8.5 mm), 沖縄島恩納村万座毛
裏, 2013年 12月 2日; RUMF-ZC-3853, 3雄 (CL 
5.6–6.9 mm), 沖縄島北谷町砂辺, 2016 年 2 月 8
日; RUMF-ZC-3854, 1雌 (CL 3.9 mm), 沖縄島浦
添市伊奈武瀬, 2011 年 11 月 12 日; RUMF-ZC-
3855, 1雄 (CL 6.7 mm), 1雌 (CL 7.6 mm), 沖縄
島浦添市伊奈武瀬, 2013 年 2 月 10 日; RUMF-
ZC-3856, 1 雌 (CL 6.2 mm), 沖縄島糸満市大度
海岸, 2016年 7月 31日. 
色彩. 甲の背面は, 額域と前側縁が黒色で縁

取られ, それ以外の甲域は白色または薄い茶褐
色である. この黒い縁取りと淡色の境界が明瞭
な個体と不明瞭な個体がいる. 一部の個体では, 
甲の後半部を除きほぼ全域が黒色の場合もあ

る. 眼の角膜部は赤色で, 特に生時に顕著であ
る. 鉗脚の腕節と掌部は, 上面が茶褐色で, 下
面は色が薄い. 指部は不動指が薄いオレンジ色
で, 可動指がオレンジ色味を帯びた赤色である. 
歩脚の長節から前節は, 黒色または茶褐色であ
るが, 長節の色は薄い場合が多い. 指節は茶色
味を帯びたオレンジ色である. 生時には歩脚の
長節から前節にかけて青色の斑紋を有する個

体もいるが, 冷凍処理後には不明瞭になる. 
備考. 検討標本の特徴は, 先行研究で示され

ている Tetraloides nigrifrons (Dana, 1852) および
本種の新参異名とされている Tetralia nigrifrons 
forme lissodactyla Serène & Pham, 1957の記載や
図とよく一致した (Serène & Pham 1957; Serène 
1984; Galil & Clark 1988; Castro 1997a; Castro et al. 
2004; Poupin & Juncker 2008; Limviriyakul et al. 
2016). 
日本沿岸から本種の学名を伴った記録はこ

れまでなかったが, 実際には今島 (1970: 一部) 
や武田 (1982) による Ta. heterodactyla および
Sakai (1976: pl. 183, fig. 1) による Ta. glaberrima
は本種である (各種の備考参照). 
和名. 武田 (1982) が「クロエリヒメサンゴ

ガニ」とした種は Ts. nigrifrons であるため (ア
ズキコジリサンゴガニの備考参照), 本来なら
「クロエリヒメサンゴガニ」の和名は本種に充

てられるべきである. しかしながら, この和名
はヒメサンゴガニ属のクロエリサンゴガニ Ta. 
nigrolineata と混同するおそれがある. そこで, 
本稿ではこれに替わる標準和名として, 「クロ
コジリサンゴガニ」を提唱する. なお, 標準和
名の基準となる標本には本研究の検討標本 
(RUMF-ZC-3850, 雄, CL 8.0 mm) を指定する. 
分布. フランス領ポリネシアのファンガタ

ウファ環礁をタイプ産地とし, インド･西太平
洋に広く分布する  (Castro et al. 2004; Castro 
2009, 2011; Limviriyakul et al. 2016). 本研究で確
認された日本沿岸からの記録は , 父島  (今島 
1970) および沖縄島 (本研究) である. 
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Report on nine tetraliid crabs (Crustacea, 
Decapoda, Trapezioidea) collected from the 
Ryukyu Archipelago, including two new 
records from Japan. 
 
Tadafumi Maenosono 
Kankyosha, 1-4-5 102 Kyozuka, Urasoe, 
Okinawa 901-2111, Japan 
(maenosono@kankyo-sha.co.jp) 
	  

Abstract. Seven species of the genus Tetralia (Ta. 
aurantistellata, Ta. brengelae, Ta. brunalineata, Ta. 
cinctipes, Ta. glaberrima, Ta. nigrolineata and Ta. 
rubridactyla) and two species of the genus 
Tetraloides (Ts. heterodactyla and Ts. nigrifrons) are 
reported based on specimens collected from the 
Ryukyu Islands. The present study represents the 
first records of Ta. aurantistellata and Ta. brengelae 
in the Japanese fauna and also reveals that Ts. 
nigrifrons had previously been recorded from 
Ogasawara Islands and Ryukyu Islands, erroneously 
identified as Ts. heterodactyla. The colour variations 
and measurements for each species are also provided. 
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